
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fostering  ch ildren  w ho feel lea rn ing  a nd can  learn  together. 

Converting  teacher-based cla sses in to ch ild -based cla sses・ Crea ting  o f cla sses  using  ICT 
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◆手だて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究主題 自ら の学びを実感し 、 と も に学び合う 児童の育成 

～ 教師主体の授業から 児童主体の授業への転換・ Ｉ Ｃ Ｔ の活用 ～ 

◆ 目指す児童像 ◆ 

◎授業の中で自分の考えを伝え、 相手の考えを聞き 、 話し 合い、 学び合う こ と で、 自分の考え  

を広げたり 、 深めたり でき る 児童。  

◎よ り よ い人間関係を築き 、 見通し をも って授業に主体的に取り 組み、 学び合う 授業を通し て、

学習の楽し さ や学習への意欲、 学びの実感を得ら れる 児童。  

◎発達段階に応じ た、 Ｉ Ｃ Ｔ の活用ができ 、 自分の学びや生活に生かせる 児童。  

 

 「主体的・対話的で深い学び」の視点を踏まえ、

学び合いの活動や対話の中で自己の考えを広げ

たり深めたりすることができるようにする。 

   

・ ベーシッ ク （ 習得習熟） と チャ レ

ン ジ（ 学び合い） の授業マネジメ

ン ト  

・ ベーシッ ク ・ チャ レ ン ジ授業の単

元配置計画 

・ 本庄型授業ス タ ンダード の深化 

・ 思考の可視化の効果的な技法の提言 

 

・「 振り 返り 」 の収集、分析・ 考察 

・ 効果のあっ た学習場面や学び

の事例収集、 保存 

・ 効果的な習得習熟の研究 

・ 学びへの教員の関わり 方 

（ フ ァ シリ テーショ ン ）  

 

（ フ ァ シリ テーショ ン ）  

・ 学力調査・ 意識調査の分析・ 考察 

・ コ バト ン のびのびシート の活用 

・ 自校で必要と さ れる 独自調査 

（ 東っ 子のびのびアン ケート ） の 

実施、 分析・ 考察 

・「 学力向上だよ り 」 の発行 

・ ホ ーム ページの作成 

学校教育目標 「  明る く 健康な子 進んで学習する 子 仲よ く 協力する 子 」  

・ 学級づく り （ 特別活動の充実・ 道徳教育の実践）  

・ hyper－QU の活用  ・ I CT の活用 ・ 地域や保護者の願い      

 

           

 学習の見通しを明確にし「振り返り」を積み重ねる 

ことで、学ぶ意欲や学びの実感・成長の実感が 

体得でき自己肯定感が高まるようにする。 

◆単元を見通して、授業進行の目的と 形式

を明確に分ける。 

・ベーシック授業（基礎基本の定着を主眼に置く） 

・チャレンジ授業（学び合いを主眼に置く） 

◆本庄型授業スタンダードの深化 

・問題と課題提示の関係 ・課題から見通し 

・学び合いとまとめ ・ファシリテーション 

・自己を見つめる振り返り 

◆学力調査・意識調査を分析・考察し、授業

改善に生かす。 
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課 題

見通し

学び合い

確認・練習

まとめ

振り返り

 単元の８ ０ ％ 

  

 

課 題

見通し
学び合い

まとめ

振り返り

 

プリ ン ト
ま つり

単元の２ ０ ％ 

ベーシック授業 

 

チャレンジ授業 

 

本
庄
型
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   ◆本庄東小算数における ベーシッ ク と チャレンジ授業の紹介◆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆Ｉ Ｃ Ｔ の活用◆ 

 

＜成果（ 〇） と 課題（ ●） ＞  

〇 算数の授業形態を明確にしたこ と により 、 児童の学習意欲が高まった。  

〇 教師の授業分析やリ フレク ショ ンシート の活用を通し、全職員が質の高い授業に取り 組める

よう になってきている。  

● より 良い授業改善のため、 ベーシッ ク ・ チャレンジ授業の単元配列計画の継続的見直しを 

する。  

 

 

 

プリントまつり 

  

授業改善部   

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜成果（ 〇） と 課題（ ●） ＞  

〇振り 返り の積み重ねによって、 書く 量や質の向上が図ら れ、 主体的な学びの姿が見ら れるよう になって 

た。  

〇授業記録や授業動画を分析すること で、 教師の授業力向上が図れた。  

●児童の学びを充実さ せるため、 授業のタイムマネジメ ント の向上をより 一層図る。  

 

 

学び研究部 
① 振り 返り の分析 

 

○児童自身が問い（ どう して？） をも ち、 と もに学び

合う こ と で、 多様な考え方に触れ、 その中で気付

き、 納得していき様々な場面で活用しよう と する姿 

・ 自ら の学びを実感、 学ぶ喜び 

➁教師のファ シリ テーショ ン 

 

○授業記録シート や授業動画の活用 

 

◆本時の学び合いの意図やいきいきと した授業展開 

課題解決するための対話的な学び 

◆教師と 児童のやり と り （ タイミ ング・ 量・ 待つこ と ）  

児童主体の学びになるための発話の工夫 

◆教室やグループの雰囲気 

（ つぶやき・ 表情・ 姿勢・ 動き）  

児童の思考が継続するための教師の声がけ 

    短い言葉でテンポよく 児童の考えを繋ぐ 

（ なぜ？どう やった？あと は？つまり ？）  

 

 

〇児童自身の学びの振り 返り  

・ 主語は、「 私は～。」  

・ １ 時間の授業の分析（ 知識・ 理解）  

○と もに学び合う 姿 

・ 学習意欲の向上や新たな考え方の発見（ 気づき）  

○児童自身が学びの成果を実感する姿 

・ 児童主体の学び、 学びの自覚化 

○教師自身の授業の振り 返り と して活用 

・ 教師のファ シリ テート  

 

 



  

 

 

・ 経年変化を見る（ 今年の中１ の伸びも ）  
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学力調査部 

① 埼玉県学力・ 学習状況調査の分析 

➁児童の学びに対する 意欲の状況 



 

児童の学びへの意識の変容を見るため、 ２ 年間同じ項目でのびのびアンケート を実施しました。  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜成果（ 〇） と 課題（ ●） ＞ 
〇 本庄型授業スタンダード やベーシッ ク 授業・ チャレンジ授業などを全職員が意識し て取り 組

んだこ と で、 児童の学力の伸びが見ら れた。  

● 学んだこ と を表現・ 活用する力や、 自己肯定感をさ ら に高めるために児童主体の授業づく り

に努めていく 。  

 

 

 

〇学び合う 授業・ 活動は楽しいですか。  

 

〇学び合う 授業・ 活動は自分の力になっていると 感じますか。  

 

〇授業中の振り 返り は自分の力になっていると 感じ ますか。  

 

〇パソ コン・ タブレッ ト を使った学習は好きですか。  

 

 

③児童アンケート 実施や保護者への発信 

➁【「 学力向上だより 」 の発行・ ホームページ】 

①【 東っ子のびのびアンケート 】      【 顕著に伸びた項目】  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
◆ 評 価 問 題 が で き な か っ た 児 童 に は 、 朝 の 学 習 の 時 間 を 活 用 し

て 、 も う 一度指導を 行い 、 全員が 評価問題を で き る よ う に する 。 

 
◆コ バ ト ン の びの びシ ート を 活用し て 、 事例研修を 行い 、 児童に

あ っ た 指導支援の 方法を 考え 、 実践し た 。  

本 庄 市 学 力 向 上 ア ド バ イ ザ ー ・ 元 文 教 大 学 教 授   嶋野 道弘 様 

埼玉県教育局市町村支援部義務教育指導課指導主事   大澤 正樹 様 

埼玉県教育局市町村支援部義務教育指導課指導主事    松本 信寿 様 

埼玉県教育局北部教育事務所 

教育 支援 担当・ 学力 向上推 進担 当主 席指導主 事    諏訪 愼一 様 

埼玉県教育局北部教育事務所学力向上推進担当指導主事   矢島 弘一 様 

埼玉県教育局北部教育事務所学力向上推進担当指導主事   中田 朋絵 様 

本 庄 市 教 育 委 員 会 教 育 長    勝山  勉  様 

本 庄 市 教 育 委 員 会 学 校 教 育 課 指 導 主 事 兼 課 長   岡芹 純一 様 

本 庄 市 教 育 委 員 会 学 校 教 育 課 指 導 主 事     栗原  完  様 

本 庄 市 教 育 委 員 会 学 校 教 育 課 指 導 主 事    櫻井 友晴 様 

元 本 庄 市 教 育 委 員 会 学 校 教 育 課 指 導 主 事 兼 課 長   黒﨑 暢徳 様 

本庄市立本庄東小学校 
〒 ３ ６ ７ －０ ０ ２ ２  

埼玉県本庄市日の出１ 丁目２ 番１ 号 

電話： 0495-21-3051  FAX： 0495-23-3300 

http://edu-honjo.com/higashisyo/html/htdocs/ 

 本校は、 令和２ ・ ３ 年度に渡り 埼玉県教育委員会： 学力向上研究校指定事業及び、 本庄市教育員会： 学力

向上研究の委嘱をいただき 、「 自ら の学びを 実感し 、 と も に学び合う 児童の育成」 を 研究主題に取り 組んで

ま いり ま し た。  

 本研究を通じ て、 教職員一人一人が「 教師主体の授業から 児童主体の授業」 に向けた授業改善を図り 、 授

業実践を積み重ね研究を推進し てま いり ま し た。 それによ って、 児童自ら も 「 本庄型授業ス タ ンダード 」 に

即し た学習活動を 行う 中で、 学び合いを 中心に学習し 、 自ら の成長を実感でき る 姿が育ってき たよ う に感じ

ていま す。 本校教職員にと って大き な励みと なる と と も に、 本校の貴重な財産と なる も のでし た。 今後も 本

研究を活かし 、 学力向上に努め、 未来を拓く 児童の育成に努めてま いり ま す。  

 結びに、 本研究を推進する にあたり 、 本庄市学力向上アド バイ ザー・ 元文教大学教授： 嶋野道弘様をはじ

め、 埼玉県教育局市町村支援部義務教育指導課の皆様、 埼玉県教育局北部教育事務所の皆様や本庄市教育委

員会の皆様から 親切丁寧な御指導を 賜り ま し たこ と に、 心よ り 御礼申し 上げま す。  

http://edu-honjo.com/higashisyo/html/htdocs/

